
S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
や
研
究
の
視
点
で
、
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
で
は
、
持
続
可
能
な
生
産
消
費
形
態
の
確
保
を
目
指
す
目
標
12
と
、
平
和
と
公
正
の
実
現
を
目
指
す
目
標
16
に
関
す
る
大
学
の
学
び
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
、
世
界
と
日
本
の
状
況
を
解
説
し
た
後
、
目
標
12
は
立
命
館
大
学
、
目
標
16
は
東
京
外
国
語
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
。

　
目
標
16
で
は
、
国
や
人
種
を
問
わ
ず
、

誰
も
が
平
等
に
な
る
法
律
を
整
え
、
平
和

な
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
際
、
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
紛
争
や
暴
力
、
不
正
で
す
。

　
S
D
G
s
の
前
身
で
あ
る
M
D
G
s

（
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
）
が
打
ち
出
さ

れ
て
い
た
２
０
０
０
年
代
に
は
、
国
際
社

会
の
努
力
に
よ
り
、
紛
争
や
そ
の
犠
牲
者

の
数
は
減
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
10

年
代
以
降
、
再
び
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
理
由
の
１
つ
が
、
中
東
や
北
ア
フ
リ
カ

の
国
々
で
起
こ
っ
た
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
と

呼
ば
れ
る
民
主
化
運
動
で
す
。ほ
か
に
も
、

ア
フ
リ
カ
の
サ
ヘ
ル
や
南
ア
ジ
ア
で
の
紛

争
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
紛
争
解
決
が
難
し
い
の
は
、
原
因
が
複

雑
化
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
ア

メ
リ
カ
は
、
対
テ
ロ
戦
争
開
始
か
ら
20
年

を
迎
え
る
今
年
の
９
月
ま
で
に
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
駐
留
米
軍
を
完
全
撤
退
さ
せ
る

と
表
明
し
ま
し
た
が
、
現
地
の
人
同
士
の

紛
争
要
因
や
形
態
が
複
雑
化
し
、

解
決
が
困
難
に

世
界
の
状
況

解　説

解　説

＊１　2017 年の有機農業の取組面積。出典は、農林水産省「有機農業をめぐる事情」（令和元年８月）。　＊２　Internet of Things の略。スマートフォンやパソコンだけでなく、
様々な物に通信機能を持たせ、インターネットに接続したり、相互に通信したりして、自動制御や情報収集などを行うこと。

目
標

12 
持
続
可
能
な
生
産
消
費
形
態
を
確
保
す
る

　
目
標
12
で
は
、
天
然
資
源
の
持
続
可
能

な
管
理
と
効
率
的
利
用
、
食
品
ロ
ス
の
削

減
、
人
の
健
康
や
環
境
へ
の
悪
影
響
を
最

小
化
す
る
た
め
、
化
学
物
質
や
廃
棄
物
の

大
気
、
水
、
土
壌
へ
の
放
出
量
を
大
幅
に

削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
E
U
諸
国
で
は
、
農
業
分
野
に
お
い

て
、
化
学
物
質
削
減
へ
の
意
識
が
確
実
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
２
０
２
０

年
５
月
、
欧
州
委
員
会
は
、
30
年
ま
で
の

10
年
間
で
化
学
農
薬
の
使
用
量
を
半
減
さ

せ
、
有
機
栽
培
の
面
積
を
全
農
地
の
25
%

に
拡
大
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
農
薬
使
用
に
関
す
る
厳
し
い
基
準
や
規

制
を
設
け
る
国
も
増
え
て
い
ま
す
。
日
本

で
は
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昆
虫

に
対
し
て
毒
性
の
あ
る
ネ
オ
ニ
チ
コ
ノ
イ

ド
系
農
薬
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
18
年
か
ら

使
用
が
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
ア

ジ
ア
で
も
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
厳
し
い

農
薬
の
使
用
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
で
撒
布
さ
れ
た
枯
葉
剤
の
影

化
学
物
質
や
廃
棄
物
の

放
出
削
減
へ
の
意
識
が
高
ま
る

世
界
の
状
況

目
標
16 

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
平
和
で
包
摂
的

な
社
会
を
促
進
し
、
す
べ
て
の
人
々
に
司
法
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
提
供
し
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
い
て
効
果
的

で
説
明
責
任
の
あ
る
包
摂
的
な
制
度
を
構
築
す
る
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争
い
が
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状

で
す
。
ま
た
、紛
争
の
形
も
、軍
事
ド
ロ
ー

ン
が
使
わ
れ
る
な
ど
、
大
き
く
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　
紛
争
解
決
を
目
指
す
に
は
、
国
境
横
断

的
に
問
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
国
際
連
合
に
加
え
、

地
域
機
構
や
準
地
域
機
構
（
＊
３
）
が
手

を
取
り
合
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
紛
争

解
決
の
手
立
て
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

　
日
本
は
紛
争
が
な
く
、
殺
人
や
暴
力
な

ど
の
発
生
件
数
も
他
国
に
比
べ
て
少
な
い

た
め
、
17
の
目
標
の
う
ち
、
既
に
達
成
し

た
数
少
な
い
目
標
の
１
つ
で
す
。し
か
し
、

自
国
と
他
国
の
た
め
の
取
り
組
み
、
そ
の

ど
ち
ら
に
お
い
て
も
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
国
内
で
は
、
特
に
公
正
に
関
す
る
課

題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
５
の
「
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
汚

職
や
贈
賄
を
大
幅
に
減
ら
す
」
を
例
に
挙

げ
る
と
、
確
か
に
日
本
で
は
、
途
上
国
で

起
き
て
い
る
よ
う
な
汚
職
や
賄
賂
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、汚
職
度
ラ
ン
キ
ン
グ（
＊

４
）
で
は
、
１
８
０
か
国
中
19
位
で
、
上

を
目
指
せ
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
に
関
し
て
は
さ
ら
に
課
題
が
あ

り
、
国
会
議
員
の
女
性
の
数
は
、
１
９
３

か
国
中
１
６
６
位
（
＊
５
）
で
、
積
極
的

な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
他
国
の
平
和
と
公
正
の
た
め
に
、
資
金

援
助
な
ど
の
国
際
貢
献
を
行
う
こ
と
は
重

要
で
す
。
詳
細
な
数
値
目
標
に
と
ら
わ
れ

過
ぎ
ず
、
そ
も
そ
も
平
和
で
公
正
な
社
会

と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
現
状
を
本
質
的

に
見
直
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

東
京
外
国
語
大
学

大
学
院
　

総
合
国
際
学
研
究
院
　

教
授篠田

英
朗

し
の
だ
・
ひ
で
あ
き

専
門
分
野
は
、
国
際
政
治
学
（
平
和
構
築
）。
早

稲
田
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
大
学
院
に
て
国
際
関
係
学

P
h.
D.
取
得
。
広
島
大
学
准
教
授
な
ど
を
経
て
、

2
0
1
3
年
か
ら
現
職
。

解説者
平
和
と
公
正
の
意
味
を
本
質
的
に

見
直
し
、
国
際
貢
献
を

日
本
の
状
況

Ｐ．
　

56
〜
57
で
、
目
標
12
の
達
成
に
向

け
た
［
立
命
館
大
学
］
の
学
び
を
紹

介
し
ま
す
。

Ｐ．
　

58
〜
59
で
、
目
標
16
の
達
成
に
向

け
た
［
東
京
外
国
語
大
学
］
の
学
び

を
紹
介
し
ま
す
。

＊３ 政治や経済の協力を進めるために結成する組織のこと。代表的な地域機構に EU や ASEAN などがある。　＊ 4  2020 年、Transparency International「腐敗認識
指数」より。　 ＊ 5  2021 年３月、 列国議会同盟より。　

響
で
多
大
な
健
康
被
害
が
起
き
た
歴
史
か

ら
、
国
民
が
農
薬
へ
の
危
機
意
識
を
持
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
１
９
６
０
年
代
ま
で
の
日
本
は
、
堆
肥

や
下し

も

肥ご
え

を
利
用
し
、
生
物
の
循
環
を
利
用

し
た
有
機
農
法
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
農
作
業
の
機
械
化
が
進
み
、
農
作

物
の
規
格
化
が
図
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、
化

学
肥
料
を
使
う
割
合
が
増
え
て
い
き
ま
し

た
。
現
在
、
国
内
の
化
学
肥
料
や
農
薬
を

使
用
し
な
い
有
機
農
業
の
面
積
は
、
農
地

面
積
の
う
ち
、
0
・
5
％
で
す
（
＊
１
）。

　
そ
う
し
た
現
状
を
打
開
す
べ
く
、
農
林

水
産
省
は
、
50
年
ま
で
に
、
環
境
負
荷
の

少
な
い
持
続
可
能
な
農
林
水
産
業
の
実
現

を
目
指
し
、
農
業
分
野
で
は
、
有
機
農
業

の
面
積
を
国
内
の
農
地
面
積
の
25
％
に
あ

た
る
１
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
拡
大
す

る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
循
環
型
農
業
を
広
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
生
産
者
や
消
費
者
に
有
機
農

法
の
有
用
性
や
安
全
性
を
啓
蒙
す
る
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
私
の
研
究
で
も
、
化

学
肥
料
を
使
っ
た
土
壌
は
微
生
物
が
少
な

く
、
野
菜
に
必
要
な
栄
養
分
（
窒
素
・
リ

ン
な
ど
）
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
一
方
、
有
機
肥
料
を
用
い
た

土
壌
は
有
機
物
が
多
く
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど

の
栄
養
素
が
高
い
野
菜
を
収
穫
で
き
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
安
心
・
安
全
な
野
菜
を
多
く
の

消
費
者
に
届
け
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
も
重
要
で
す
。
例
え
ば
、農
家
や
企
業
、

大
学
な
ど
が
連
携
し
、Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ（
＊

２
）
を
活
用
し
た
高
い
生
産
性
と
安
全
性

を
両
立
す
る
次
世
代
の
農
業
へ
の
転
換
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

立
命
館
大
学

生
命
科
学
部
　教
授

久
保 

幹

く
ぼ
・
も
と
き

専
門
分
野
は
、
環
境
科
学
、
環
境
微
生
物
学
、
農

学
。
広
島
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
前

期
課
程
修
了
。
博
士(

工
学)

。
立
命
館
大
学
理

工
学
部
助
教
授
、
同
大
学
理
工
学
部
教
授
を
経
て
、

２
０
０
８
年
か
ら
現
職
。

解説者
生
産
性
と
安
全
性
を
両
立
す
る

循
環
型
農
業
の
推
進
を

日
本
の
状
況
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